
～

　最終予算額　 （Ａ)

　決　算　額 （Ｂ)

Ｂ(H24はＡ）のうち一般財源

 従事する職員数

 概算人件費 （Ｃ）

　概算事業費　（Ｂ(H24はA)＋Ｃ）

平成24年度事務事業評価シート （23年度実施事業分）

事業番号 中期総合計画主要施策番号 3-02 部・課 健康福祉部 医療推進課

①
　
事
 
業
 
の
 
概
 
要
 
等

事　業　名 看護師等養成所運営事業

04 03 ２0

看護師等養成所運営費補助金交付要綱

実施方法
国庫･
県単

民間の看護師等養成所に対して、その運営に必要な経費を補助する。

178,087

国庫補助事業・
県単独事業

176,424

113,876

民間の看護師等養成所の運営に必要な経費を補助することにより、教育条件の改善及び適正化を図り、新規養成の面から
看護師等の確保を図る。

民間の看護師等養成所

実施期間 S47 根拠法令等

②
事
業
コ
ス
ト

区　　分 単位

千円

　概　算
　人件費

人

看護教育水準の維持・向上を図る。
養成所の運営経費を補助し、看護職員の新規養成数を安定的に確保する。

22年度

179,446 181,311

目　的
(必要性)

対　象

目指すべき姿

114,164

千円

千円 176,424

事業内容
・民間の養成所の運営経費のうち、教員費、事務職員費、生徒費等に対する補助
・補助対象数：10校（３年課程 ６　２年課程 ２　准看護師課程 ５　計13課程）
・補助率：（基準額に対して）【国】１／２　　【県】１／２ （公的養成所は県 8/10）

―

千円

千円 1,663 1,652

0.20

評価区分

③
事
業
実
績

成果指標・活動指標内容 単位 22年度

<効率指標(単位当りｺｽﾄ等)>
　生徒１人あたり事業費

千円／人

左記以外のH23年度実績

助成課程数（活） 課程 13 13 13

23年度 24年度（見込）

事業改善（有効性・
効率性）の余地

□　余地なし ■　当面余地なし

□　増加

□　余地なし

事業ニーズの変化

（効率指標　算出式）
決算額(当初予算額）／生徒現員数

④
事
業
の
成
果

区　分 判　定　・　説　明

事業成果・評価

⑤
事
業
の
課
題

県の関与を見直す
余地

・現状では、看護職員が不足しており、引き続き新規養成数の確
保が必要である。
・看護職員の確保対策は、県民へ安心で質の高い医療を提供
するために、引き続き県が実施すべき事業である。

■　横ばい

■　当面余地なし

⑥
総
合
分
析
等

総合分析
(今後の課題、
取組方針等)

・養成所の安定的運営を図り、看護教育水準の維持・向上を図るとともに、看護職員の新規養成数を安定的に確保
するため、事業を継続する必要がある。

特記事項

b
期待どおり

23年度の生徒現員数は、1382人であり前年度並みの水準を保っている。

□　減少 判
定
の
説
明□　余地あり

□　余地あり

1311 1382 1404

養成所の運営経費を補助し、看護職員の新規養成
数を安定的に確保する。
養成所の安定的運営を図り、新規養成数を概ね前
年度並みの水準に保つ。

生徒現員数（成）

135 128

事業の目標(H23)

人

2622

iryo@pref.nagano.lg.jp

129

0.20

内　線

E-mail

担
当
課

23年度事業費の主な内訳

１０校１３課程（千円）
小諸看護専門学校18,398、長野看護専門学校（第１看護学科
18,351・第２看護学科12,564・准看護学科9,493）、松本看護専門
学校18,419、上田看護専門学校（看護学校11,756・准看護学科
9,493）、諏訪市医師会附属准看護学院9,193、上伊那医師会附属
准看護学院9,166、岡谷市医師会附属准看護学院9,220、長野赤
十字看護専門学校14,719、諏訪赤十字看護専門学校14,719、佐
久総合病院看護専門学校21,409

23年度 24年度（当初）

178,552 182,963

0.20

116,744

176,900

1,652


